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平成 2年7月広報たまかわ

事
業
功
労
者

1
車
田
宇
多
子
、
岩
谷

浩
光
マ
民
生
委
員
、
児
童
福
祉
委
員

功
労
者
H
H
川
崎
幸
夫
、
矢
部
和
子
、

藁
谷
正
之
助
、
溝
井
保
一
二
、
吉
田
金

治
、
須
釜
保
明
、
石
井
清
衛
、
小
原

昭
治
、
鈴
木
四
郎
、
草
野
今
朝
夫
、

函
館
英
範
、
矢
吹
源
一
、
我
妻
貞

一
、

石
井
周
太
郎
マ
社
会
福
祉
団
体
役
員

功
労
者

l
小
針
千
代
之
助
、
桝
枝
定

一
(
故
人
)
、
小
林
隆
次
、
我
妻
茂
.

世
、
坂
本
菊
雄
、
小
山
田
義
美
、
大

竹
美
重
、
塩
沢
直
利
、
関
根
貞
夫
、

車
田
光
雄
、
高
林
浅
太
郎
、
佐
藤
重

嘉
、
塩
沢
伝
次
、
草
野
藤
吉
、
松
山

金
次
郎
、
小
針
守
次
、
奥
野
義
章

マ
家
庭
介
護
表
彰

l
和
田
ユ
タ
カ
、

小
林
ク
メ
、
須
釜
タ
カ
ノ
、
石
森
定

男
マ
社
会
福
祉
活
動
優
秀
団
体

1
須

釜
婦
人
会
南
須
釜
支
部

〈
〉
大
会
会
長
感
謝
状

マ
社
会
福

平成 2年7月広報たまかわ

六
月
二
十
日
(
水
)
、
村
体
青
館
に
お
い
て
、
玉
川
村
社
会
福

祉
協
議
会
の
法
人
化
二
十
周
年
を
記
念
し
て
社
会
福
祉
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
、
社
会
福
祉
活
動
の
推
進
に

尽
く
さ
れ
た
方
々
を
顕
彰
し
、
福
祉
活
動
の
よ
り
一
層
の
推

進
の
た
め
、
広
く
住
民
の
理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
関
係
者
二
百
五
十
人
の
参
加
を
得
て
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

祉
増
進

l
山
崎
甲
子
郎
、
大
木
嘉
彦

(
故
人
)
マ
特
別
会
員

l
川
崎
幸
夫
、

矢
部
吉
重
、
白
旗
幹
雄
、
佐
藤

一
男、

三
輪
貞
夫
、
岩
谷
浩
光
、
矢
吹
幾
哉
、

関
根
貞
夫
、
小
針
武
夫
、
吉
田
宇
一
、

小
針
千
代
之
助
、
小
針
葉
、
高
林
浅

二
、
首
藤
芳
次
、
駒
木
根
ト
モ
子
、

草
野
重
一
、
佐
久
間
倉
太
、
大
竹
代

一
、
奥
野
義
輩
、
小
林
隆
次
、
塩
沢

金
吾
、
塩
沢
勝
、
佐
久
間
安
蔵
、
草

野
今
朝
夫
、
鈴
木
広
一
、
境
田
孝
意
、

森
清
重
、
大
和
田
義
幸
、
有
賀
正
寛
、

須
釜
勝
美
、
森
忠
寛
、
我
妻
茂
世

マ
特
別
企
業
会
員

1
東
京
精
工
、
相

田
商
会
、
須
藤
ハ

i
ネ
ス
、
熊
田
建

設
、
泉
農
協
、
加
藤
化
工
、
福
島
エ

ン
ヤ
、
駒
木
根
工
業
福
島
工
場
、
本

田
商
倍
、
鈴
木
建
設
、
小
林
建
設
、

岩
谷
建
設
、
釘
屋
商
庖
、
奥
野
電
気
、

石
森
建
設
、
村
越
建
工
、
福
島
双
羽

電
機
、
湯
沢
組
、
鈴
木
光
機
、
小
林

工
務
底
、
須
釜
農
協
、
片
山
ゴ
ム
福

島
工
場
、
宝
屋
商
庖
、
小
山
田
産
業

開
発
、
大
野
商
底
、
あ
め
だ
や
、
魚

秀
支
西
、
仲
屋
商
宿
、
塩
沢
設
備
工

業
、
玉
川
ハ

l
ネ
ス
、
円
谷
建
設
、

中
根
精
工
、
関
根
商
応
、
双
葉
産
業
、

大
野
病
院
、
吉
村
工
務
底
、
矢
吹
商

事
、
玉
川
畜
産
セ
ン
タ
ー
、
塩
田
縫

製
、
諏
訪
屋
旅
館
マ
寄
付
感
謝
状
〔
個

人

)
l吉
田
一
作
、
吉
田
美
喜
男
、

高
林
マ
ツ
ヨ
、
高
林
浅
二
、
佐
膝
芳
、

大
越
サ
夕
、
有
賀
勝
、
石
森
敏
春

〔
団
体
〕

l
小
高
寿
慶
会

(老
人
ク

ラ
ブ
)
、
日
本
民
謡
協
会
福
島
県
南
方

部
同
好
会
、
玉
川
村
長
杯
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ。

県
共
同
募
金
会
長
感
謝
状

マ
寄
付
感
謝
状
〔
個
人
〕

l
真
弓
八

重
子
〔
団
体
〕

H
H
川
辺
百
日
紅
老
人

九九一一吾演「生

講
演
の
要
旨

二
十
三
歳
と
い
う
青
春
ま
っ
た
だ

中
で
パ
ス
の
乗
車
中
に
交
通
事
故
に

あ
い
、
半
身
麻
療
と
な
り
、
何
度
も

自
殺
を
図
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、

自
分
の
体
力
の
無
さ
と
病
院
の
看
護

体
制
が
そ
れ
を
未
遂
の
も
の
に
留
め

て
し
ま
っ
た
。
周
り
で
は
親
友
た
ち

が
次
々
に
結
婚
し
美
し
く
な
ヲ
て
ゆ

く
の
に
、
自
分
は
、
髪
の
毛
が
抜
け

大

石

子
さ
ん

落
ち
、
鏡
を
見
た
と
き
の
自
分
の
姿

に
、
何
と
不
幸
な
の
か
、
死
ぬ
こ
と

も
で
き
な
い
の
か
、
と
自
分
の
境
遇

を
恨
ん
だ
り
も
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
時
、
或
る
友
人
が
、

「
ク
ニ
ち
ゃ
ん
、
私
も
一
生
結
婚
し

ま
せ
ん
。
」
と
自
分
に
一
一
一
日
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

或
る
病
院
で
は
、
生
ま
れ
て
く
る

式
典
は
、
九
時
三
十
分
か
ら
挙
行

さ
れ

v

車
田
次
夫
会
長
が
「
受
賞
さ

れ
る
方
々
を
は
じ
め
、
さ
き
が
け
て

ご
努
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
方
々

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
、
二
十
周
年

を
機
に
、
さ
ら
に
活
動
を
積
極
的
に

進
め
て
い
き
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ

た
あ
と
、
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
ら

に
表
彰
状
、
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
影
山
富
祥
郡
山
社

会
福
祉
事
務
所
長
、
磯
目
博
福
島
県

社
会
福
祉
協
議
会
副
会
長
ら
来
賓
か

ら
お
祝
い
の
言
葉
が
あ
り
、
受
賞
者

を
代
表
し
て
中
の
小
針
千
代
之
助
元

会
長
が
謝
辞
を
述
べ
、
盛
会
の
う
ち

に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

ん
が

盛会だった20周年記念福祉大会

ま
た
、
式
典
に
先
立
ち
記
念
行
事

と
し
て
、
作
家
、
大
石
邦
子
さ
ん
に

よ
る
「
生
き
る
こ
と
、
愛
す
る
こ
と
」

と
題
し
た
記
念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

自
分
の
体
験
を
も
と
に
淡
々
と
語
る

姿
に
、
参
加
者
や
一
般
の
聴
衆
は
深

い
盛
動
を
覚
え
、
涙
す
る
光
景
が
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
ま
し
た
。
な

お
、
記
念
講
演
の
内
容
に
つ
い
て
、

そ
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
し
た
。

(
三
ペ
ー
ジ
を
参
照
)

受
賞

お
り

社
会
福
祉

ク
ラ
ブ
、
北
須
釜
老
人
ク
ラ
ブ
、
中

娘
精
工
従
業
員
一
向
、
川
辺
小
学
校

児
童
会
、
玉
川
第
一
小
学
校
児
童
会
、

須
釜
小
学
校
児
童
会
、
須
釜
中
学
校

生
徒
会
、
東
京
精
工
、
相
田
商
会
、

須
藤
ハ
イ
ネ
ス
、
熊
田
建
設
、
泉
農

協
、
福
島
工
ン
ヤ
、
加
藤
化
工
、
本

田
商
庖
、
駒
木
根
工
業
福
島
工
場
、

鈴
木
建
設
、
小
林
建
設
、
岩
谷
建
設
、

釘
屡
商
庖
、
奥
野
電
気
、
石
森
建
設
、

福
島
双
羽
電
機
、
湯
沢
組
、
鈴
木
光

機
、
小
林
工
務
底
、
日
本
精
密
加
工
、

サ
ン
ク
ス
、
中
根
精
工
、
須
釜
農
協
、

片
山
ゴ
ム
福
島
工
場
、
宝
屋
商
庖
、

小
山
田
産
業
開
発
、
大
野
商
底
、
あ

め
だ
や
、
関
根
商
倍
、
仲
屋
商
庖
、

塩
沢
設
備
工
業
、
玉
川
ハ

l
ネ
ス
、

円
谷
建
設
、
双
葉
産
業
、
矢
吹
商
事
、

玉
川
畜
産
セ
ン
タ
ー
、
塩
田
縫
製
、

諏
訪
屋
旅
館

我
が
子
を
見
る
こ
と
も
な
く
、
逝

っ
て
し
ま
っ
た
父
親
。
又
、
生
死

の
狭
間
の
中
で
懸
命
に
生
き
よ
う

と
す
る
告
心
た
ち
が
い
る
の
で
す
口

私
は
、
今
、
大
勢
の
人
々
に
支

え
ら
れ
、
愛
さ
れ
て
生
き
て
い
ま

す。
そ
し
で
、
生
き
る
た
め
に
勇
気

を
も
つ
で
戦
っ
て
い
る
人
達
、
こ

の
よ
う
な
中
で
「
生
」
を
受
け
た

こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
歩
ん
で
ゆ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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五
月
十
一
日
に
須
賀
川
市
で
開
催

さ
れ
た
県
下
消
防
大
会
に
和
い
て
、

県
内
の
最
優
秀
消
防
団
と
し
て
村
消

防
団
が
福
島
民
報
社
金
ば
れ
ん
の
栄

平成2年7月広報たまかわ

体育館を会場に行われた受賞祝賀会

輝
き
ま
し
た
。

そ
の
受
賞
を
祝
う
祝
賀
会
が
、
六

月
十
一
日
午
前
十
時
か
守
、
村
体
育

館
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

祝
賀
会
に
は
、
歴
代
消
防
団
長
を

は
じ
め
、
消
訪
問
員
、
村
関
係
者
、

県
と
石
川
管
内
岡
村
関
係
者
ら
、
百

八
十
人
余
り
が
出
席
し
、
晴
れ
の
受

賞
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

車
田
村
長
が
金
ば
れ
ん
を
横
に
し

て
「
歴
代
団
長
の
統
率
の
下
に

H

魅

力
あ
る
消
防
団
守
つ
く
り
H

と
f
火
災
の

な
い
ム
ラ
ゃ
つ
く
り
d

に
励
ん
だ
成
果

が
認
め
ら
れ
受
賞
し
た
こ
と
は
、
全

村
民
の
喜
び
で
す
」
と
あ
い
き
つ
。

ま
た
、
小
原
田
長
が
「
一
一
層
訓
練
や

活
動
に
精
励
し
、
栄
誉
に
恥
じ
な
い

消
訪
問
に
し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。
つ
守
つ
い
て
大
竹
副
団
長
が

受
賞
経
過
を
報
告
し
た
あ
と
、
民
報

社
か
ら
団
長
と
村
長
へ
パ
ネ
ル
贈
呈

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
岡
田
県
中
行
政
事
務

所
長
を
は
じ
め
、
永
瀬
県
消
防
協
会

副
会
長
(
石
川
支
部
長
)
、
有
賀
石

川
地
方
町
村
会
長
(
石
川
町
長
)
、

:z:定

佐
久
間
村
議
会
議
長
、
後
藤
右
川
警

察
署
長
、
橋
本
須
賀
川
地
方
広
域
消

防
長
等
か
ら
、
来
賓
の
祝
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
田
部
婦
人
消
防
隊
員
ら
の
祝
い

の
舞
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
祝
賀
会
に

花
を
添
え
ま
し
た
。

h
F
歴
代
団
長
の
み
な
さ
ん

要
は
海
や
山
へ
の
レ
ジ
ャ
ー
、
お
盆
の
帰
省
な
ど
車
で
遠
出

す
る
機
会
が
増
え
ま
す
。
暑
さ
や
行
楽
が
原
因
の
疲
労
に
よ
る

事
故
、
夏
の
解
放
感
か
ら
く
る
無
謀
運
転
、
夜
間
の
外
出
時
の

事
故
な
ど
が
多
発
し
ま
す
。
七
月
二
十
一
日
か
ら
八
月
二
十
日

ま
で
の
一
力
月
間
、
要
の
突
通
事
故
防
止
随
一
川
民
総
ぐ
る
み
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
ゆ
と
り
を
も
っ
て
突
通
ル
l
ル
と
マ
ナ
ー

を
守
り
、
事
故
の
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

⑤
シ

i
ト
ベ
ル
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

子
供

見
た
ら

をし
ま
す

運

市

子
供
の
交
通
事
故
の
原
因
で
多
い

の
は
、
飛
び
出
し
、
自
動
車
の
車
前

査
後
の
横
断
、
路
上
で
の
遊
び
の
順

①
過
労
(
い
ね
む
り
)
運
転
に
よ
る

事
故
防
止

②
高
齢
者
と
子
供
の
交
通
事
故
妨
止

③
青
少
年
運
転
者
の
無
謀
運
転
の
防

止
④
夜
間
の
交
通
事
故
訪
止

けて決団式大

ポ
ン
プ
操
法
技
術
を
競
う
ポ
ン
プ

操
法
競
技
会
石
川
地
区
大
会
が
、
七

月
二
十
日
(
金
)
午
前
九
時
か
ら
石
川

町
民
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
六
月
十
四
日
午

後
六
時
十
五
分
か
ら
、
玉
川
村
就
業

改
善
セ
ン
タ
ー
で
出
場
選
手
結
団
式

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
出
場
選
手
の

紹
介
の
後
、
選
手
を
代
表
し
て
南
須

釜
分
間
の
塩
沢
弘
さ
ん
が
力
強
く
決

意
表
明
を
し
ま
し
た
。

本
村
か
ら
次
の
分
自
と
選
手
の
方

が
出
場
し
ま
す
。
ご
健
鹿
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

で
す
。
夏
休
み
は
屋
外
で
遊
ぶ
子
供

が
多
く
な
り
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
お
年
寄
り
の
耳
が
遠
い
、
ス

ピ
ー
ド
感
が
鈍
い
な
ど
心
身
の
衰
え

を
認
識
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

子
供
や
お
年
寄
り
を
見
か
け
た
ら

十
分
に
ス
ピ
ー
ド
を
落
し
予
測
運
転

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
危
険

な
行
為
を
見
か
け
た
ら
、
お
こ
ら
ず

に
適
切
な
注
意
を
し
て
下
さ
い
。

無眠
く

た
だ
で
さ
え
体
力
が
消
耗
し
や
す

い
夏
。
行
楽
な
ど
長
距
離
運
転
は
と

て
も
疲
れ
ま
す
。
眠
く
な
っ
た
ら
我

慢
し
な
い
で
休
憩
し
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
は

五
分
休
ん
で

そ
れ
と
も

安
全
運
転
?

無
理
し
て
運
転

生
L
U
休
み
?

4 

就業改善センヲーでの出場選手決問式

ポ

補四三二一指チ
充番番番番揮車
員員員員員者の

石大大大円塩部

森野越木谷沢夏

釜
分

弘&1

忠直吉一兼

徳孝義

小
型
ポ
ン
プ
の
部
(
吉
分
団
)

指

揮

者

佐

藤

栄

策

一

番

員

須

釜

喜

一

二

番

員

矢

部

政

美

三

番

員

有

賀

久

雄

補

充

員

矢

部

洋

一
反

転

違
運

ド

視

許

一

無

免

ピ

号

無

ス

信

@

@

@

 

青少年運転者の

違反ワーストスリー

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
交
通
事
故
か

ら
命
を
守
る

H

命
の
網
H

で
す
。

衝
突
死
亡
事
故
の
う
ち
四
分
の
一

の
人
が
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い

れ
ば
命
を
と
り
と
め
る
そ
う
で
す
。

安
全
運
転
へ
の
第
一
歩
。
暑
く
て

も
忘
れ
ず
に
シ

i
ト
ベ
ル
ト
を
締
め

ま
し
ょ
う
。

特夜
に間

し
よ
う

福
島
県
で
は
、
夜
間
の
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
夏
ま
つ
り
、
花
火

大
会
な
ど
夜
外
出
す
る
機
会
が
多
く

な
り
ま
す
口
ま
た
、
夏
の
解
放
感
か

ら
若
者
の
無
謀
な
運
転
が
目
立
ち
ま

す
。
夜
関
の
外
出
に
は
、
持
に
注
意

し
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

5 
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私
た
ち
は
、
よ
り
快
適
な
生
活
を

お
く
ろ
う
と
多
く
の
品
物
を
購
入
し
、

消
費
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
っ

て
消
費
し
た
物
ゃ
ま
だ
使
え
る
の
に

捨
て
ら
れ
る
物
が

H

ゴ
ミ
H

と
し
て

排
出
さ
れ
ま
す
。
村
民
の
ほ
と
ん
ど

の
人
は
決
め
ら
れ
た
目
、
場
所
に
ゴ

ミ
を
捨
て
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
守

ら
ず
山
林
や
川
、
池
な
ど
に
捨
て
る

人
も
い
る
よ
う
で
す
。
「
自
分
の
山
だ

か
ら
、
自
分
の
ゴ
ミ
を
捨
て
て
も
い

い
だ
ろ
う
」
と
い
う
考
え
が
あ
る
よ

あ
で
す
が
、
こ
れ
は
不
法
投
棄
と
な

り
処
罰
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
村
で
定
め
た
収
集
場
所
に

は
粗
大
ゴ
ミ
(
冷
蔵
庫
・
テ
レ
ビ
・

洗
濯
機
・
自
転
車
な
ど
)
は
持
ち
込

み
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
購
入
し
た
業
者
、
又
は

一
般
廃
棄
物
処
理
業
者
に
処
理
を
委

託
し
て
く
だ
さ
い
口

一
人
ひ
と
り
が
決
ま
り
を
守
り
、

環
境
の
良
い
美
し
い
村
を
保
ち
ま
し

ょ
う
。
み
な
さ
ん
の
御
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

ゴミの収集日

1日(泉地区)

2臼(須釜地区)

0 ガ ラ ス 類

。陶器類

。空カン

0 そのイ也~長えないもの

毎月

守っていますか

o台所の ゴミ

o 紙くず

o衣類

。その他燃えるもの

毎週水・土曜日

六
月
十
三
日
公
害
対
策
審
議
会
が

開
催
さ
れ
、
そ
の
席
上
、
村
長
か
ら

矢
部
操
さ
ん
ら
委
員
九
名
に
委
嘱
状

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
に
高
林
浅
二
さ
ん
、
副
会
長

に
飯
島
春
雄
さ
ん
を
互
選
。
続
い
て

会
議
が
聞
か
れ
委
員
の
職
務
、
最
近

の
公
害
紛
争
等
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。そ

の
後
、
現
場
視
察
と
し
て
、
ト
ー

ヨ
l
サ
ッ
シ
鮒
玉
川
工
場
と
福
島
富

士
山
側
の
二
つ
の
企
業
を
視
察
し
、
廃

棄
物
の
処
理
等
に
つ
い
て
の
説
明
を

7YJ1皆7ん

② お元気マすわ

東京玉川会員だよ 1)

受
け
ま
し
た
。

審
議
会
は
公
害
対
策
に
関
す
る
事

な
ど
を
村
長
の
諮
問
に
応
じ
て
調
査

審
議
し
ま
す
。
調
査
に
関
す
る
皆
さ

ん
の
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

委
員
の
方
々
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

大大高角矢

竹木林田部

(
順
次
不
同
)

操

(

川

辺

)

彦

(

小

高

)

二

(

中

)

(

0

)

 

(
岩
法
寺
)

ト浅克

治ヨ

刀
ロ
竹

口
μ山

塩佐吉飯
久

田間村 島

春

雄

(

南

須

釜

)

ヤ

(

0

)

直

(

北

須

釜

)

彦
(
四
辻
新
田
)

安豊
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こ
の
ほ
ど
、
竜
崎
の
伏
田
章
さ
ん

が
産
業
廃
棄
物
不
法
投
棄
の
監
視
員

と
し
て
県
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
口

近
年
、
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
口
県

で
は
、
県
内
に
お
け
る
産
業
廃
棄
物

の
不
法
投
棄
を
未
然
に
防
止
す
る
こ

法視

警t:

役

平
成

2
年
度

県
政
モ
ニ
タ
ー

南須釜塩沢直ーさん .:e:.寸
早 Cん

と
、
又
、
不
法
投
棄
に
よ
る
産
業
廃

棄
物
を
雫
期
に
発
見
し
、
適
正
な
処

理
を
す
る
こ
と
を
自
的
と
し
て
、
各

市
町
村
に
監
視
員
を
置
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

伏
田
さ
ん
は
、
監
視
員
と
し
て
産

業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
が
あ
る
か
ど

う
か
巡
視
し
た
り
し
ま
す
。
も
し
不

法
投
棄
行
為
を
見
か
け
た
ら
、
監
視

員
の
伏
田
さ
ん
、
ま
た
は
、
役
場
保

健
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

伏
回
章
さ
ん
宮
五
七
l

五
七
二
四

役
場
保
健
課
告
五
七
|
士
二

O
一

積
が

企業視察の福島富士側で

村
の
面
積
は
国
土
地
理
院
で
地
形

図
を
も
と
に
面
積
測
定
し
た
も
の
で

す
。
今
ま
で
は
五
万
分
の
一
の
地
形

図
を
基
準
と
し
て
ま
し
た
が
、
今
回

か
ら
二
万
五
千
分
の
一
が
基
準
と
な

り
、
よ
り
正
確
な
面
積
に
近
づ
き
ま

し
た
。

伏田竜崎

を

そ
の
結
果
、
村
の
面
積
は
四
六
・

六
二
副
か
ら
四
六
・
五
六
一
m
に
な
り
、

0
・
0
六
凶
減
り
ま
し
た
。
面
積
の

数
字
は
減
っ
て
も
、
住
ん
で
い
る
土

地
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
心
配
な
く
。

眼

平成2年度の県政モニターに
南須釜の塩沢直ーさんが県知事

より委嘱されました。

この制度は、県政に対する県

民の意見や要望などを広くとり

入れ、これを県政に反映させよ

うとするものです。

モニターは、職業別・年代別

の県民各層から125名が選ばれ、

塩沢さんは、その中の一人とし

て活躍されます。皆さんのご意

見をお寄せください。

更

時
は
届
出
を

手
帳
が
ニ
冊
の

国
民
年
金
の
記
号
番
号
は
加
入
し

た
と
き
に
交
付
さ
れ
、
一
生
変
わ
り

ま
せ
ん
。

会
社
な
ど
で
厚
生
年
金
保
険
等
の

適
用
を
受
け
ま
す
と
、
新
た
に
厚
生

年
金
の
記
号
番
号
が
交
付
さ
れ
ま
す

が
、
そ
の
後
会
社
を
辞
め
、
国
民
年

金
に
再
び
加
入
し
た
と
き
、
ま
た
新

た
に
国
民
年
金
の
記
号
番
号
を
取
っ

て
し
ま
う
ケ

l
ス
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
手
帳
は
備
忘
録
と
し

て
役
立
た
ず
、
年
金
を
請
求
す
る
と

き
不
利
益
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一
度
手
帳
を
確
認
し
て
、
も
し
二
冊

あ
っ
た
と
き
は
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

庭先で義母のミネさん、ご主人の登さんと一緒に

まるで遠足に行く子供の宵のように、

うれしいやらて眠れぬ夜。 1年ぶりの

再会とまた新しい人たちにも出会える

かしらと期待{こ心弾ませ、もう気分は
会場へ...

幾つになっても、幸せなときも不遇

なときも、ふるさととは忘れがたいも

の。夢の中には必ず子供のころの風景

が入りまじって出てくるのは、私ばか

りではないと患います。

こんなすてきな会を発足させて下さ

ったお陰て、不断ては到底お会いてき

そうもない方々にお会いてき、ふるさ

との様子やら知人の事などを知り、ま

るで会場全部が親戚のような気分に。

これが本当の心の交流会とても言うの

でしょうか。

私も今年て2度邑の出席て、思いが

けない同級生との出会いに感激したり、

熊田会長さんとも同級生てあり自分の

事のように鼻が高い気持ちでした。学

校時代の話に花が咲き、また記念写真

を写し、これを毎年撮ってお互いにど

のように年を重ねて行くのか、また一

つ楽しみができました。

玉川村の発展も自を見{まるばかりて、

年に一度ぐらいの里帰りて司はびっくり

するばかりです。私も、今年還麿を迎え

る年になってしまいましたが、一回て
も多く玉川会に出席できることと、一

つでもふるさとの役に立つことができ

ればと願いつつ頑張りたいと思います。

7 
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細潟昭子さん(小高出身)



平成 2年 7月広報たまかわ

家族的な雰囲気を

大切に

産業機械・自動車

部品製造

佐
藤
製
作
所
は
、
産
業
機
械
・
自

動
車
部
品
製
造
業
と
し
て
昭
和
五
十

七
年
一
月
一
日
に
創
業
し
ま
し
た
。

現
在
の
従
業
員
数
は
男
二
人
・
女
四

人
の
六
人
で
す
。

製
造
部
品
の
主
力
は
汎
用
部
品
で
、

シ
ャ
フ
ト
(
初
種
)
や
歯
車

(
8
種
)

な
ど
、
ま
た
自
動
車
部
品
で
は
、
ド

ア
部
品
な
ど
約
四
十
種
類
を
製
造
し

て
い
ま
す
。
汎
用
部
品
の
一
例
を
上

げ
る
と
、
耕
運
機
な
ど
小
型
農
業
機夫光藤

、
表
佐

代

ボソ

フ

Jレト

公
民
館
主
催
の
第
二
十
回
村
民
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
と
第
二
十
五
回
村

民
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
村

氏
グ
ラ
ン
ド
と
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ

ー
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
練
習
の
成
果
を
競
い
合

い
、
好
プ
レ

l
珍
プ
レ
ー
が
続
出
す

る
な
ど
、
熱
戦
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
ソ
フ
ト
ボ
l

平成2年 7月広報たまかわ

械
の
セ
ル
・
モ
ー
タ
ー
部
品
が
あ
り
、

婦
人
や
高
齢
者
の
利
用
へ
の
配
慮
が

伺
わ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら

の
部
品
の
主
な
取
引
先
は
、
山
間
山
添

製
作
所
(
東
京
都
北
区
)
な
ど
で
す
。

昭
和
六
十
一
年
に

N
C
を
導
入
し

て
生
産
性
を
高
め
て
い
ま
す
が
、
こ

こ
一
年
は
材
料
の
供
給
が
間
に
合
わ

な
い
ほ
ど
市
場
の
回
転
が
よ
く
、
増

産
体
制
に
向
け
で
夏
場
に
二
人
、
冬

場
で
四
人
の
パ

l
ト
を
雇
っ
て
フ
ル

操
業
を
続
け
て
い
ま
す
。

「
仕
事
は
根
気
が
な
い
と
続
け
ら

れ
ま
せ
ん
が
、
う
ち
と
し
て
は
家
族

的
な
雰
囲
気
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」

と
語
る
佐
藤
社
長
c

そ
の
一
つ
に
、

昼
食
時
間
は
自
宅
の
居
間
を
開
放
し
、

み
ん
な
で
持
ち
寄
っ
た
料
理
を
食
べ

~ 
書案 ι

ち
家や

ボ庭ん

ルヤハ
ツ

高
い
精
度
l

レ
ン
ズ
は
生
き
物

精
密
レ
ン
ズ

研
磨
・
加
工

NCは女性オペレーター

鈴
木
光
機
は
、
精
密
レ
ン
ズ
の
研

磨
・
加
工
業
と
し
て
昭
和
四
十
七
年

六
月
十
日
に
創
業
。
そ
の
後
昭
和
五

十
八
年
二
月
に
法
人
化
し
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。
従
業
員
は
、
男
三
人
・

女
四
人
の
七
人
で
す
。

当
初
は
、
腕
時
計
用
の
ガ
ラ
ス
研

磨
が
全
体
の
九
八
%
を
占
め
て
い
ま

し
た
が
、
市
場
の
波
が
荒
い
た
め
に

な
が
ら
の
和
気
あ
い
あ
い
の
ひ
と
と

き
口
「
で
き
れ
ば
も
う
す
こ
し
広
い
所

に
移
り
た
い
の
で
す
が
、
仕
事
を
こ

な
し
て
い
い
品
物
を
つ
く
っ
て
い
れ

ば
、
い
つ
か
は
そ
の
身
返
り
が
く
る

だ
ろ
う
と
信
じ
て
い
ま
す
」
と
も
語

り
ま
し
た
。

所
在
地

竜
崎
字
原
作
回
初
l
幻

ス
ル

ー ー

;EC 
怠|

ル
で
は
川
辺
チ

l
ム
、
家
庭
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
で
は
南
須
釜
チ
l
ム
に
栄
冠

が
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
優
勝
、
準
優
勝
さ
れ

た
チ
l
ム
は
、
七
月
八
日
に
行
わ
れ

る
県
民
ス
ポ
ー
ツ
石
川
地
区
大
会
へ

出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

入
賞
し
た
チ

l
ム
は
次
の
と
わ
り

で
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優

勝

川

辺

チ

l
ム

準
優
勝
岩
法
寺
チ

l
ム

三

位

中

チ

l
ム

吉
チ
!
ム

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優

勝

南

須

釜

チ

i
ム

準

優

勝

中

チ

i
ム

三

位

竜

崎

チ

i
ム

ナイスバッティング!?

現
在
取
り
扱
っ
て
い
る
医
療
機
器
や

測
量
機
器
を
は
じ
め
と
す
る
精
密
レ

ン
ズ
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

、
レ
ン
ズ
は
、
小
さ
い
も
の
で
直
径

民
四
ミ
リ
か
ら
大
き
な
も
の
で
直
径
百

五
十
ミ
リ
の
ガ
ラ
ス
レ
ン
ズ
。
い
わ

ば
、
医
療
機
器
か
ら
天
体
望
遠
鏡
ま

で
幅
広
い
分
野
の
レ
ン
ズ
を
手
が
け

て
い
ま
す
。
中
で
も
医
療
・
測
量
・

コ
ピ
!
・
カ
メ
ラ
関
係
が
メ
イ
ン
で
、

こ
れ
ら
の
製
品
は
、
ア
サ
ヒ
光
学
、

ニ
コ
ン
、
ト
プ
コ
ン
、
ホ
ヤ
、
ゴ
パ

ル
と
い
っ
た
大
手
会
社
に
直
接
納
品

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
協
力
工
場
は

五
社
。
ま
た
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け

設

甲

山

}
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代表取締役

鈴木英雄

て
、
自
動
機
三
ラ
イ
ン
を
導
入
し
符

力
化
を
図
っ
て
い
ま
す
口

レ
ン
ズ
の
精
度
は
、
一
万
分
の
三

ミ
リ
(
医
療
・
測
量
機
器
)
と
高
く
そ

れ
だ
け
に
む
ず
か
し
い
で
す
が
、
九

九
・
八
%
の
合
格
率
を
誇
っ
て
い
ま

す。
「
レ
ン
ズ
は
生
き
物
と
思
っ
て
い

ま
す
。
出
荷
す
る
と
き
は
子
供
を
送

り
出
す
気
持
で
す
ね
」
と
話
す
鈴
木

社
長
。
手
狭
に
な
っ
た
工
場
も
、
近

い
う
ち
に
移
転
し
た
い
と
も
語
っ
て

い
ま
す
。

所
在
地

竜
崎
字
粍
屋
川

研磨加工のようす

導入された最新の自動機

"d.... 
)11 i官、
辺願

須?の
藤守;知

ム千ソj

?優
?勝

H

念
願
の
初
優
勝
H

こ
の
う
え
な

い
喜
び
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
今
回
の

大
会
で
我
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
強
豪
チ
ー

ム
が
お
り
、
こ
れ
に
負
け
ず
に
と
練

習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
思
う
様

な
練
習
も
で
き
な
い
ま
ま
試
合
当
日

一優
勝
の
喜
び

熱戦の中にもなごやかムード

夏オL
23左
応 λ つ
空ーた
て成
λ 果

ど
こ
の
チ
l
ム
と
も
、
接
戦
だ
っ

た
の
で
優
勝
し
た
時
の
喜
び
は
ひ
と

し
お
で
し
た
。
い
つ
も
練
習
す
る
時

個
人
プ
レ
ー
を
捨
て
、
チ
ー
ム
ワ
l

*
 

に
な
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
試
合
が
始
ま
り
、
予
想

ど
お
り
の
激
し
い
戦
い
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
川
辺
パ
タ
ー
ン
が
あ

っ
た
も
の
の
根
強
い
力
を
発
揮
し、

三
試
合
を
勝
抜
き
、
夢
に
描
い
て
い

た
玉
川
代
表
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
郡
大
会
に
は
、
毎
年
準
優
勝

チ
i
ム
と
し
て
出
場
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
は
、
優
勝
チ
ー
ム
と
し
て
、

ま
た
玉
川
代
表
と
し
て
恥
の
な
い
試

合
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ク
が
第
一
と
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が
一

丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
区
長
さ
ん
は
じ
め
、
婦
人
会
や

地
区
の
み
な
さ
ん
の
力
強
い
声
援
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
口
七
月
八
日
の
郡
大
会
に
は
さ
ら

に
練
習
を
重
ね
み
な
さ
ん
の
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
来
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

か
ら
予
約
受
付

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
(
市
町

村
振
興
宝
く
じ
)
賞
金
一
等
前
後
賞

合
わ
せ
て
一
億
円
の
予
約
受
付
が

始
ま
り
ま
す
。
{
玉
く
ビ
の
収
益
金
は

市
町
村
の
災
害
対
策
と
明
る
く
住
み

よ
い
街
づ
く
り
等
に
使
わ
れ
、
村
で

す
う
ま

シ」
1
1

で
引

め
二

お
-
L

生誕お

( 5月届出分)

出生児氏名 保護者名

深谷千恵

鈴木丈進

車田ちか子

小林由佳

塩津祐成

節夫

正

昭司

雅之

勇雄

区

辺

小高

竜崎

南須釜

も
村
民
グ
ラ
ン
ド
の
植
樹
等
に
利
用

し
て
い
ま
す
。

宝
く
じ
の
申
込
方
法
な
ど
詳
し
い

こ
と
は
、
七
月
十
九
日
の
新
聞
紙
上

に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

す

七
月
十
九
日
(
木
)
、
献
血
車
が
来

か

土也

)11 

村
し
ま
す
。
あ
な
た
の
真
心
を
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
献
血
さ
れ
た
方
は
血
液
検

査
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
は
、
後
日

赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
か
ら
通
知
さ

れ
ま
す
の
で
、
健
康
管
理
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

日
時
七
月
十
九
日
(
木
)

場
所
及
び
時
間

・
福
島
空
港
共
同
企
業
体
工
事
現
場

今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税

第
一
期
分

国
民
年
金
保
険
料

七

月

分

納
期
限
は
七
月
二
十
五
日
(
水
)
ま

で
で
す
。
忘
れ
ず
に
締
め
ま
し
ょ
う
。

九
時
三

O
分
i
十
一
時
三

O
分

・
福
島
双
羽
電
機
(
株
)

十
二
時
四
十
五
分
i
午
後
二
時
三

O
分

・
須
釜
農
業
協
同
組
合

午
後
二
時
三

O
分
;
午
後
四
時

.
玉
川
村
役
場

午
後
四
時
十
五
分
;
午
後
六
時

ご
ざ
い
ま
す

左
記
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
活
動

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

戸
い

・
二
十
一
世
紀
を
ひ
ら
く
会
よ
り

二
万
一
千
円

・
竜
崎
の
岡
部
英
栄
さ
ん
よ
り
寝
た

き
り
老
人
用
ベ
ッ
ト
一
台

(
村
社
会
福
祉
協
議
会
)

お
盆
前
の
汲
み
取
り
は

8
月
1
日
ま
で
申
込
み
を

八
月
十
四
・
十
五
・
十
六
日
の
お

盆
中
の
し
尿
汲
み
取
り
は
休
み
と
な

り
ま
す
。

ho
盆
前
に
汲
み
取
り
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
八
月
一
日
ま
で
に

役
場
保
健
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
生
ご
み
に
つ
い
て
は
通
常

ど
お
り
行
い
ま
す
。

7，641人(十 9)

3，801人(+4) 

3，840人(十 5) 

す

出

十

う

悶

炉

よ

引

間

山

の
何
ド
J
;

村

ω
園
田
一
剖
2
3




